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　甲状腺疾患，肝ビ患，腎疾患および糖尿病等種々疾患

患者のRSUを検討したので報告する．正常者11名にお

けるわれわれの正常｛【［は25～36％であり，これまでの報

告と考え合わせて25～40％を正常として検討を加えた．

　各種甲状腺疾患の間にはoverlapが少なく，　きわめ

てよくその機能状態を反映しており，従来の報告どおり

鑑別診断上有力な手段となりうる．肝疾患のうち肝硬変

症ではやや高値のものがみられ，一・方肝炎では正常また

は低値であった．ネフローゼ症候群を主とする腎疾患で

は高値であった．

　糖尿病患者のRSUに関する報告は少なく，一般に低

下すると思われているが，われわれの経験では高値をと

る傾向があった．今回はこの点をさらに症例を増して詳

しく検討発表する．

　諸種疾患におけるRSU値について，これまでわれわ

れが測定しえた症例は303例である．

　その内訳は甲状腺疾患138例（甲状腺機能冗進症治療

前のもの76例，治療後13例，機能低下症治療前18例，

治療後3例，単純性甲状腺腫34例，亜急性および慢性

甲状腺炎それぞれ2例），肝疾患16例（肝炎10例，肝

硬変症6例）腎疾患7例（慢性腎炎1例，ネフローゼ症

候群6例）糖尿病67例，妊婦11例，その他の疾患53例，

正常11例である．上記疾患それぞれにおけるRSU平

均値とその分布範囲は叩状腺機能冗進症治療削50，0％，

（30．6～75．7），同治療後35．6％〔27．0～40．0），機能

低下症治療前23．2％（19．8～26．0），治療後43．5％（30’2

～57．0），単純性甲状腺腫32．9％（25．1～46．0），i而急

性甲状腺炎62，8％（65．9～69．6），慢性甲状腺炎30．4％

（28．2～32．　6），肝炎28．9％（20．O～・34．　4），肝硬変症

30．3％　　（24．1～45．2），　腎疾患43．4％　　（36，7～56．7），

糖尿病37．5％（24．4～73．6）であった．われわれはRSU

値の正常値を25～40％としており，これに従って検討す

ると，RSU値は甲状腺機能元進症，亜急性甲状腺炎等

に高く，妊娠，甲状腺機能低下症で低いことは従前通り

である．糖尿病におけるRSU値についてはHamolsky

が1311－T3赤血球摂取率により不変またはわずかに変化
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するとしているが，われわれの症例では正または高値を

呈し，血糖値との関係をみるとlf【1糖値が高い程RSU値

が正常化していく傾向がみられた．症例を増して検討す

る必要がある．RSU値とBMRとの相関をみると相関

係数＋0．65で推計子的に有意の相関がみられたが，1311

摂取率との間に相関はなかった．

　追加：中川昌壮（岡大　小坂内科）〈小山田先生へ〉

治癒冒の1311投与後の患者血清中のradioactivityは検

査更投与時のそれとは異なり相当の量に及ぶと考えられ

る，われわれはダィナボットより提供されたnonradio

active　T3（triosorb　kit　T，とequivalent　dosisのものを

治療患者血清添加により検討したが1311投与後間もな

くは　incrganic　iodineが大量のため　resine　sponge

uptakeは60％以1：になるが，4W経過してもなお10％

をこえる　serum　rlsのradioactivity　のresin　sponge

uptakeがあることは無視できないと考える．

　補rr：式をうるまでにはいたらずまたPBI311　conversion

ratioとの関係もまだ明らかでない．

　〔トリオソルブ異常高値が発見動機になったTBC欠損

減少症の一一一家系について〕

　20才男性で初め理学的所見，検杏成績　（B．M．　R＋

58．O、ユ311　uptake　84．6％，13；1－T3　RSU　64．0，　S－cho－

lesterol　140mg／dのでも明らかなhyperthyroidismの一

症例に対しpropylthiouracilにて治療i開始しまもなく

理学的所見，13il－T3　RSUを除く諸検査が改善したにも

かかわらず，1311－T3　RSUが55～60％の異常高／lhlをつ

づけ，その特異な経過より　thyroxine　binding　Protein

の異常を考えて1251－T4とserum　とのmixtureの

cellurose－acetate膜電気泳動にてnormalに対しα1α2

globulinの部のradioactivityを認めずT，　B．　G．欠損あ

るいはbindig　activityの欠損と考えDr．　Tauxeの

suggestionもあって家系調査を行なったところ，母系に

2名の欠損，2名の減少を認めた．全例PBIは低値（2

～3．5r／d8）　1311－T，　RSUは高値（56～62％）　を低し，

radio－chromatoscintigramにてもα1～α2　globulinの

peakを認めないか，ごく軽症であり，　TBGのR．　A．／

total　R．　A．のratioも低値を示した．

　TBG欠損ないし減少症の家系的発牛は本邦第1例と

考え，ここに追加する．
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